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謹 賀 新 年
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て

　
　
　
　
　
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
を

関
市
長

　尾
関
健
治

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
政
に
対

し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
市
長
に
就
任
し
、
１
年
３
カ
月
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
市
政
を
預
か
り
、
市
民

の
皆
様
の
現
在
と
将
来
を
任
さ
れ
て
い
る
と

い
う
重
責
を
常
に
感
じ
つ
つ
、
皆
様
の
た
め

に
私
自
身
先
頭
に
な
っ
て
考
え
、
ま
た
皆
様

と
共
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
「
日
本
一

し
あ
わ
せ
な
ま
ち
関
市
」
づ
く
り
の
た
め
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
い
つ

ま
で
も
関
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
、
夢
や
希
望
を
与
え
ら
れ

る
施
策
を
打
ち
出
し
、
皆
様
と
の
対
話
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
諸
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
計
画

に
よ
り
ま
し
て
、
健
全
な
財
政
運
営
に
関
す

る
条
例
の
制
定
、
上
下
水
道
老
朽
管
取
替
の

た
め
の
水
道
施
設
耐
震
化
計
画
の
策
定
、
災

害
へ
の
備
え
と
し
て
集
会
場
や
学
校
施
設
な

ど
の
耐
震
化
、
市
の
課
題
を
市
民
目
線
で
洗

い
出
し
て
解
決
し
て
い
く
「
ま
ち
づ
く
り
市

民
会
議
」
の
設
置
な
ど
、
計
画
的
か
つ
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
上
下
水

道
料
金
の
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の

深
い
ご
理
解
に
よ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
改

革
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
関
市
の
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
た
「
関
市
第
４
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

前
期
基
本
計
画
に
お
け
る
現
状
課
題
を
見
直

し
、
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
定
め
、

次
な
る
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
市
民
が
描
く
夢
の
実
現
の
た
め
「
行

政
目
線
か
ら
市
民
目
線
へ
、
協
働
と
改
革
」

に
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
方

分
権
時
代
に
相
応
し
い
自
治
体
と
し
て
、
市

民
の
権
利
と
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
自
治
基

本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
駅
西
口
駅
前

広
場
を
市
民
の
移
動
と
観
光
の
交
流
を
促
進

す
る
「
関
市
の
玄
関
口
」
と
な
る
よ
う
、
公

共
交
通
の
結
節
点
と
し
て
整
備
を
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
本
年
は
「
経
済
」、「
教
育
」、「
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
」
の
３
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
重

点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
、

経
済
・
雇
用
対
策
と
し
て
地
域
産
業
の
発
展

と
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、
企
業
誘
致
事
業

や
特
産
品
等
産
業
振
興
事
業
、
新
し
い
刃
物

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
教
育
と
子
育
て
に
目
を
向
け
、
小
中

学
校
耐
震
化
の
推
進
や
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
の
ほ
か
、
託
児
や
病
児
・
病
後
児

保
育
の
機
能
強
化
、
ま
た
中
学
生
リ
ー
ダ
ー

養
成
事
業
な
ど
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
」

の
成
果
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、
市
民
一
人
に
つ
き
「
１
学
習
、

１
ス
ポ
ー
ツ
、
１
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
広
め

る
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
「
日
本
一
し
あ
わ

せ
な
ま
ち
関
市
」
は
、
行
政
だ
け
の
力
で
は

実
現
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
関

市
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
共
に
歩
み

な
が
ら
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
を
尽
く
し
、
今
年
も
各
種
施
策
を
更
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
春
の
門
出
に
あ
た
り
ま
し
て
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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謹 賀 新 年
「
幸
せ
」
を
感
じ
、
希
望
を
持
っ
て
、

　
い
き
い
き
と
活
動
し
続
け
ら
れ
る

　
ま
ち
の
実
現
を

関
市
議
会
議
長

　長
屋
和
伸

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
の
輝
か
し
い
年
頭
に
あ
た
り
、

市
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
格
別
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

長
年
続
く
経
済
不
安
、
景
気
の
低
迷
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
い
っ
こ
う
に
進
ま
な
い
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
な
ど
、
安
全
安
心

を
充
分
に
実
感
で
き
な
い
社
会
、
経
済
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
47
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
、
国
民
体
育
大
会
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
と

「
ぎ
ふ
清
流
大
会
」
は
、
全
国
か
ら
選
手
や

関
係
者
を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
関
市
で
は
、
剣
道
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ゴ
ル

フ
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
（
cp
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
大
盛
況
で
あ
り
、
明
る
い
話
題
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
選
手
の
み
で
な
く
、
市
民

の
皆
様
に
も
夢
と
希
望
を
与
え
て
い
た
だ
け

た
大
会
で
し
た
。
ま
た
、
2
年
連
続
で
関
商

工
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
全
国
大
会
へ
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
し
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全

国
大
会
へ
は
、
関
商
工
高
校
バ
ト
ン
部
の
他
、

市
内
の
小
中
学
生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
も
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
若
い
皆
さ
ん
の
頑
張
り
は
日

本
の
未
来
を
明
る
く
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

自
分
の
得
意
と
す
る
分
野
で
力
を
伸
ば
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
清
流
国
体
、
清
流
大
会
で
印
象
深

か
っ
た
の
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
運
営
に
携
わ
ら
れ

て
い
る
姿
で
し
た
。
関
市
が
か
ね
て
か
ら
提

唱
し
て
い
た
「
関
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
1

学
習
、1
ス
ポ
ー
ツ
、1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
皆
様
も
何
か
に
熱
中
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
向
け
て
活
動
さ

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
国
で
は
構
造
的
な
改
革
を
急
務
と

し
た
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
を
始
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
革
に
取
り
掛
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
に
お
い
て
は
、

地
方
分
権
の
推
進
や
、
地
方
の
自
主
性
と
自

立
を
高
め
る
た
め
の
改
革
と
共
に
地
方
公
共

団
体
の
基
本
構
造
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
市
で
は
自
治
基
本
条
例
の
策
定
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
住
民
と
行
政
と
の
役
割
が
よ

り
明
確
と
な
り
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
は
さ
ら
に
加
速
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

市
政
へ
参
画
す
る
機
会
は
ま
す
ま
す
多
く
な

り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
議
会
の
果
た
す
役

割
は
と
て
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
身
に
し

み
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
議
会
に
課
せ
ら
れ

て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
や
政
策
立
案
能
力
を

高
め
る
と
と
も
に
、
市
政
の
発
展
に
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

若
者
が
夢
や
希
望
を
持
ち
続
け
、
市
民
が
、  

幸
せ
を
感
じ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
邁
進
す
る
こ
と
を
お
約
束
い
た

し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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月

出

　来

　事

2

東
京
都
庁
で
初
の
観
光
物
産
展
開
催

3

市
役
所
日
曜
開
庁
ス
タ
ー
ト

災
害
支
援
協
定
、
年
間
を
通
し
て
締
結
（
中
濃
森
林
組
合
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学
、
コ
ー

プ
ぎ
ふ
、
建
設
業
災
害
対
策
協
議
会
、
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
関
連
自
治
体
な
ど
）

旭
ヶ
丘
小
学
校
新
体
育
館
完
成

関
市
社
会
福
祉
事
業
団
解
散

4

商
工
課
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室
設
置

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
指
定
管
理
委
託
開
始

津
保
川
診
療
所
開
所

新
潟
県
三
条
市
・
福
井
県
越
前
市
と
都
市
連
携
協
定
締
結（
11
月
に
茨
城
県
高
萩
市
と
も
）

5

関
商
工
高
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成

下
迫
間
シ
デ
コ
ブ
シ
自
生
地
、
砂
行
１
号
古
墳
が
市
重
要
文
化
財
に
指
定

中
池
公
園
陸
上
競
技
場
完
成
（
日
本
陸
連
第
３
種
公
認
）、関
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、「
鍛

錬
の
火
」
市
民
リ
レ
ー
開
催

健
全
な
財
政
運
営
に
関
す
る
条
例
制
定

6

地
域
委
員
会
モ
デ
ル
地
区
事
業
開
始
、
地
域
支
援
職
員
委
嘱

関
市
健
診
の
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
ス
タ
ー
ト

民
間
企
業
へ
市
職
員
派
遣
研
修
開
始

7

上
下
水
道
料
金
の
改
定
条
例
施
行
（
10
月
検
針
か
ら
値
上
げ
開
始
）

留
守
家
庭
児
童
教
室
夏
休
み
４
年
生
ま
で
利
用
拡
大

関
市
体
育
協
会
一
般
財
団
法
人
化

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
制
定
に
向
け
て
の
提
言
書
受
理

2012年

▲東京都庁で初の観光物産展開催（2月）

▲高齢者いきいきふれあい入浴助成事業開始（8 月）

▲旭ヶ丘小学校体育館完成（3月）

▲中池公園陸上競技場完成（5月）

広報せき 2013.1.1
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8

高
齢
者
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
入
浴
助
成
事
業
開
始

清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
基
金
事
業
に
よ
る
森
林
整
備
開
始

平
成
22
年
国
勢
調
査
に
よ
る
日
本
の
人
口
重
心
が
富
之
保
大
洞
町
と
発
表

道
の
駅
平
成
来
場
１
０
０
０
万
人
達
成

小
瀬
鵜
飼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
開
始

9

国
道
２
４
８
号
関
バ
イ
パ
ス
開
通

市
民
協
働
の
新
手
法
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
発
足

白
鳥
板
取
線
保
木
口
工
区
開
通

武
芸
川
温
泉
ゆ
と
り
の
湯
来
館
３
０
０
万
人
達
成

ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
開
催

10

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
相
互
援
助
活
動
補
助
開
始

関
シ
テ
ィ
バ
ス
運
行
見
直
し
実
施

暴
力
団
排
除
条
例
制
定

笠
屋
土
地
区
画
整
理
事
業
工
事
起
工

上
之
保
地
域
活
性
化
非
公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ゆ
ず
り
ん
誕
生

11

尾
関
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
優
秀
賞
受
賞

美
濃
東
部
農
道
・
上
之
保
小
那
比
ト
ン
ネ
ル
開
通

県
道
大
原
富
之
保
線
富
之
保
バ
イ
パ
ス
完
成

金
竜
小
学
校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

平
賀
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立

12

関
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
記
念
事
業
（
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
40
周
年
ほ
か
）

法
務
局
登
記
証
明
窓
口
サ
ー
ビ
ス
市
役
所
で
ス
タ
ー
ト

関
商
工
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
２
年
連
続
33
回
目
全
国
大
会
出
場

▲国道 248 号関バイパス開通（9月）

▲ぎふ清流国体・ぎふ清流大会開催（9～ 10 月）

▲ぎふ清流国体・ぎふ清流大会開催
　（9～ 10 月）▲県道大原富之保線富之保バイパス

　開通（11 月） ▲まちづくり市民会議発足（9月）

広報せき 2013.1.1
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平
成
24
～
26
年
度
の
３
カ
年
と

し
ま
す
。

　
　

毎
年
度
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
き
評
価
、
改
善
し
、
そ
の

結
果
を
関

市
国
民
健

康
保
険
運

営
協
議
会

に
報
告
し

ま
す
。

　

「
国
民
健
康
保
険
税
の
適
正
な

賦
課
と
収
納
率
の
向
上
」
「
医
療

費
適
正
化
の
推
進
」
「
保
健
事
業

の
推
進
」
の
３
本
柱
を
基
本
と
し

て
、
今
後
の
方
針
、
具
体
的
な
取

り
組
み
事
項
を
計
画
し
ま
し
た
。

１
国
民
健
康
保
険
税
の
適
正
な

賦
課
と
収
納
率
の
向
上

①
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

②
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率

　

の
向
上

２
医
療
費
適
正
化
の
推
進

①
被
保
険
者
資
格
管
理
の
適
正

　

化
②
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細

　

書
）
点
検
の
充
実

③
重
複
・
頻
回
受
信
者
訪
問
指

　

導
の
充
実

④
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関

　

す
る
情
報
提
供

⑤
国
保
診
療
所
の
充
実

３
保
健
事
業
の
推
進

①
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

　

指
導
の
充
実

②
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
の
充

　

実
③
健
康
づ
く
り
事
業
の
推
進

　

市
は
、こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
向
上
対
策
や
医
療
費
適
正
化

の
推
進
な
ど
、国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化
に
向
け
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
る
一
方
、社
会
の
厳
し
い
雇
用
・
経
済
情
勢

を
背
景
に
保
険
税
収
入
の
確
保
は
厳
し
く
な
り
、平
成
22
年
度
に
は
基
金
も
底

を
つ
き
、平
成
23
年
度
か
ら
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
頼
っ
て
お
り
、市
に

と
っ
て
大
き
な
財
政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
深
刻
な
国
保
財
政
の
現
状
を
踏
ま
え
、保
険
者
と
し
て
の
責
務

と
国
民
皆
保
険
を
守
る
観
点
か
ら
、市
の
国
民
健
康
保
険
を
将
来
に
わ
た
り
、

安
定
的
な
医
療
保
険
制
度
と
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
に「
関
市
国
民
健
康
保

険
事
業
財
政
健
全
化
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

関
市
国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
健
全
化
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。◆

照
会
先　

　

国
保
年
金
課
☎
23-

6
7
2
9

計
画
の
時
期

計
画
の
推
進
管
理

財
政
健
全
化
に
向
け
た

重
点
取
り
組
み
事
項
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◆
今
後
の
財
政
見
通
し

　

市
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
財
政
収
支
見
通
し
を

次
の
と
お
り
推
計
し
ま
し
た
。

　

運
営
協
議
会
は
、
国
保
事
業
の
運
営
に
関
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
市
長
の
諮
問
に
対
し

て
審
議
し
、
そ
の
結
果
の
意
見
を
答
申
し
、
市

長
の
判
断
資
料
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
す
も

の
で
す
。

　

今
回
、
第
１
回
（
平
成
24
年
６
月
７
日
）
の

諮
問
か
ら
第
３
回
（
平
成
24
年
11
月
15
日
）
の

答
申
ま
で
計
３
回
の
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
慎

重
に
審
議
し
た
結
果
、
今
回
の
答
申
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
こ
の
答
申
結
果
を
踏
ま
え
、
国
民
健

康
保
険
税
率
な
ど
の
見
直
し
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
市
議
会
へ
の
報
告
は
、
３
月
定

例
議
会
へ
の
条
例
改
正
に
提
案
予
定
で
す
。

◎
答
申
の
概
要

(１) 

現
在
の
税
額
に
対
し
15
パ
ー
セ
ン
ト
相
当

     

を
引
き
上
げ
る
改
正
と
す
る
。

(２) 

実
施
時
期
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
す

      

る
。

(３) 

付
帯
意
見

　
　

平
成
24
年
度
「
関
市
国
民
健
康
保
険
事
業

財
政
健
全
化
計
画
」
に
沿
っ
た
取
り
組
み

に
総
力
を
あ
げ
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

関
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
財
政
収
支
見
直
し

歳　入 単位：千円

区   分　 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

保険税 2,322,575 2,322,575 2,322,575 2,322,575

交付金・負担金　 6,268.554 6,441,052 6,644,280 6,792,392 

その他 33,646 36,144 36,476 38,536 

一般会計繰入金(法定) 520,220 537,163 569,196 582,301 

合　計 9,144,995 9,336,934 9,572,527 9,735,804 

歳　出 単位：千円

区   分　 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

医療費など 6,627,729 6,951,516 7,257,273 7,645,159 

拠出金・納付金など 2,658,804 2,703,499 2,722,407 2,780,202 

その他 405,228 264,087 270,175 274,279 

合　計 9,691,761 9,919,102 10,249,855 10,699,640

差引額 △546,766 △582,168 △677,328 △963,826

※詳しくは、計画書を市ホームページに掲載していますので、ご覧ください。また、各事務所・
　支所で、計画書の閲覧ができます。
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投
票
時
間

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
が
、

次
の
投
票
所
で
は
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
表
❶
参
照

投
票
の
で
き
る
人

　

次
の
条
件
す
べ
て
を
満
た
す
人
で
す
。

①
関
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の
あ
る
人

②
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
５
年
１
月
28

　

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
※
表
❷
参
照

投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
１
月
10
日
以
後
に
郵

送
し
ま
す
。
圧
着
は
が
き
１
枚
に
６
人
ま

で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り

と
開
い
て
か
ら
１
人
分
ず
つ
切
り
取
り
、

投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
届
か
な
か
っ

　

た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

　

れ
選
挙
権
が
あ
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
で
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ

　

い
。期

日
前
投
票
制
度

　

期
日
前
投
票
制
度
は
、
投
票
日
当
日
に
、

次
の
よ
う
な
用
務
な
ど
で
投
票
所
に
行
け

な
い
人
の
た
め
に
、
投
票
日
前
に
投
票
で

き
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

①
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
た
め
、
投
票

　

時
間
内
に
投
票
で
き
な
い
見
込
み
の
人

②
旅
行
な
ど
の
私
用
で
決
め
ら
れ
た
投
票

　

区
域
内
に
い
な
い
見
込
み
の
人

③
妊
娠
や
出
産
、
病
気
、
手
術
な
ど
で
、

　

投
票
所
へ
行
け
な
い
見
込
み
の
人　

　

ま
た
、
指
定
病
院
な
ど
に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
方
が
病
院
な
ど
で
投
票
で

き
る
制
度
や
、
身
体
障
が
い
者
の
方
が
郵

送
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お

　

尋
ね
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

◆
期
間　

１
月
11
日
（
金
）
～
26
日
（
土
）

※
各
地
域
事
務
所
に
お
い
て
は
、

　

１
月
21
日
（
月
）
～
26
日
（
土
）

◆
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
場
所　

次
の
ど
の
期
日
前
投
票
所
で
も

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
洞
戸
事
務

所
、
板
取
事
務
所
、
武
芸
川
事
務
所
、
武

儀
事
務
所
、
上
之
保
事
務
所

選
挙
公
報
を
新
聞
折
り
込
み
に
し
ま
す

　

知
事
選
挙
の
選
挙
公
報
を
新
聞
の
朝
刊

に
折
り
込
ん
で
配
布
し
ま
す
。
選
挙
公
報

は
、
１
月
中
旬
に
新
聞
折
り
込
み
す
る
予

定
で
す
。

◆
選
挙
公
報
を
折
り
込
む
新
聞

　

中
日
新
聞
、
岐
阜
新
聞
、
朝
日
新
聞
、

　

毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
日
本
経
済
新

　

聞
（
各
朝
刊
、
順
不
同
）

　

こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い

方
は
お
手
数
で
す
が
、
市
の
施
設
の
窓
口

や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
市
内
の
郵
便
局
、

金
融
機
関
、
新
聞
販
売
店
に
選
挙
公
報
を

置
き
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

岐
阜
県
知
事
選
挙
は
、１
月
27
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
知
事
選
挙
】

投
票
日

１
月
10
日
（
木
）

告
示
日

１
月
27
日
（
日
）

投
票
日

「
一
票
で  

愛
す
る
岐
阜
県  

変
わ
る
は
ず
」

照
会
先　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

☎
23

｜

6
8
0
3
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地　

域
投
票
区

投
票
所

閉
鎖
時
刻

洞　

戸
市　

場
洞
戸
事
務
所

午
後
７
時

菅　

谷
洞
戸
下
菅
谷
集
会
場

午
後
７
時

下
洞
戸
下
洞
戸
活
性
化
セ
ン
タ
ー

午
後
７
時

奥
洞
戸
洞
戸
高
見
集
会
場

午
後
７
時

板　

取
白　

谷
板
取
白
谷
集
会
場

午
後
７
時

門　

出
板
取
集
落
セ
ン
タ
ー

午
後
７
時

上
ヶ
瀬
板
取
事
務
所

午
後
７
時

中　

切
板
取
中
切
集
会
場

午
後
７
時

保
木
口
板
取
保
木
口
集
会
場

午
後
７
時

島　

口
板
取
門
原
集
会
場

午
後
6
時

武
芸
川
寺　

尾
寺
尾
公
民
館

午
後
７
時

武　

儀
富
之
保

第
二

富
之
保
雁
曽
礼
集
会
場

午
後
７
時

上
之
保

鳥
屋
市
上
之
保
鳥
屋
市
集
会
場

午
後
７
時

行　

合
上
之
保
行
合
集
会
場

午
後
７
時

川　

合
上
之
保
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

午
後
７
時

宮　

脇
上
之
保
宮
脇
集
会
場

午
後
７
時

明
ヶ
島
上
之
保
つ
ど
い
の
家

午
後
７
時

船　

山
上
之
保
船
山
集
会
場

午
後
７
時

○
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
を
行
う
投
票
区

　

次
の
投
票
区
で
は
、
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
を

行
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※表❶
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※表❷

　平成5年1月28日までに生まれた人で、関市の選挙人名簿に登録のある人は関市の投票所で投票できます
が、次に該当する人はご注意ください。

（※）岐阜県内の市町村間で住所を移し、転入届を出した人（県内の市町村間の移動は1回に限ります。）は、
　　  前住所地で投票することになります。ただし、前住所地の選挙人名簿に登録されていることが必要です
　　  ので、あらかじめ前住所地の選挙管理委員会にお尋ねください。
　　　　投票日前に県内の他市町村に転出した場合は、投票の際に、関市または転出先の市町村が発行す
　　  る「引き続き岐阜県の区域内に住所を有する旨の証明書」（無料）が必要です。
　◎証明書を発行できるところ
　【市役所市民課】
　　1月11日（金）～27日（日）（土日含む）午前8時30分～午後8時
　　　※27日（日）は午前7時～午後8時
　【洞戸・板取・武芸川・武儀・上之保の各事務所】
　　1月11日（金）～25日（金）（平日のみ）午前8時30分～午後5時15分
　※投票日当日、投票所では証明書を発行できませんので、投票所へ投票に行く前に証明書を発行できる
　　ところで証明書の発行を受けてください。

区　分 届出日 投　票

岐阜県外から

関市に転入した人

平成24年10月9日以前 関市で投票できます。

平成24年10月10日以降 投票できません。

岐阜県内の他市町村から

関市に転入した人

平成24年10月9日以前 関市で投票できます。

平成24年10月10日以降 前住所地で投票できます。（※）

届出日 投票日当日の投票所の場所

平成24年12月19日以前 新住所地の投票所で投票できます。

平成24年12月20日以降 旧住所地の投票所で投票できます。

区　分 届出日 投　票

岐阜県外へ

転出した人
県外へ転出した時点で投票できません。

岐阜県内の他市町村へ

転出した人

平成24年10月9日以前に

新住所地へ転入届出
新住所地で投票できます。

平成24年10月10日以降に

新住所地へ転入届出
関市で投票できます。（※）

関市へ転入した人

関市から転出した人

関市内で転居をした人
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平
成
24
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

平
成
24
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

　
「
明
る
い
選
挙
」
を
推
進
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
を
、
市
内
の
児
童
生
徒

か
ら
募
集
し
た
と
こ
ろ
、34
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

中学校の部

小学校の部

林　和香さん
（倉知小学校２年）

家田　典奈さん
（小金田中学校１年）

安達　結生さん
（洞戸中学校３年）

澤田　龍希さん
（田原小学校６年）

山内　彩子さん
（洞戸中学校３年）

船戸　瑶子さん
（洞戸中学校３年）

大藪　良祐さん
（上之保中学校３年）

幅　一将さん
（洞戸中学校３年）

野村　京花さん
（洞戸中学校３年）

藤村　若奈さん
（上之保中学校３年）

熊崎　雄大さん
（洞戸中学校３年）

鷲見　優さん
（洞戸中学校３年）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
☎
23
ー
6
8
0
3

照
会
先
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　長年にわたり、関市・美濃市を管轄して登記業務を行ってきた岐阜地方法務局関出張所が
平成 24年 12月 21日に廃止され、12月 25日から岐阜地方法務局美濃加茂支局に統合されまし
たが、市民のご不便を少しでも解消するため、市役所庁舎内に「登記事項証明書等発行請求機」
が設置されました。
　交付機は、係員が常駐のうえ、タッチパネル方式でご利用いただけます。お気軽にご利用
ください。

●登記事項証明書　1通　700円　　　　●印鑑証明書　　　1通　　500円
●地図証明書　　　1筆　500円　　　　●図面証明書　　　1事件　500円
※手数料は、収入印紙で納めていただきます。なお、収入印紙は、会計課窓口で販売しています。

平日の午前 9時～午後 4時 30分
※祝日、年末年始を除く。利用時間帯には、係員が常駐します。

毎月第２水曜日　午後 1時 30分～ 4時　登記相談窓口を開設します。

①土地・建物の登記事項証明書　　　　　　　　　　②会社・法人の登記事項証明書
③会社・法人の印鑑証明書（※印鑑カードが必要）　　④地図証明書・図面証明書

市役所北庁舎１階　会計課横
設置場所

利用時間

登記相談

手 数 料

交付できる証明書など

市役所に法務局の証明書交付窓口を開設
岐阜地方法務局美濃加茂支局　☎ 0574-25-2400　総務管財課　☎ 23-7763照会先
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学
校
施
設
は
、児
童
生
徒
が
1
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
・

生
活
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
避
難
場
所
と
な

る
な
ど
、
施
設
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
耐
震
補
強
・
改
築
工
事
を
進
め
、
平
成

25
年
度
の
耐
震
補
強
工
事
に
よ
り
学
校
の
耐
震
化
率
は

1
0
0
％
と
な
り
、
平
成
26
年
度
に
は
改
築
工
事
が
完
了
し

ま
す
。

◆
今
後
の
耐
震
・
改
築
計
画

【
平
成
25
年
度
】

旭
ヶ
丘
小
校
舎（
西
棟
西
舎
）、下
有
知
小
校
舎（
南
舎
Ⅱ
期
）、

下
有
知
小
体
育
館
、
博
愛
小
校
舎
、
上
之
保
小
校
舎
、
緑
ヶ

丘
中
校
舎
改
築（
Ⅱ
期
）、
洞
戸
中
校
舎
、
上
之
保
中
校
舎

【
平
成
26
年
度
】

緑
ヶ
丘
中
校
舎
改
築（
Ⅲ
期
）

※
工
事
期
間
中
の
学
校
生
活
は
・
・
・

　

耐
震
補
強
工
事
や
改
築
工
事
の
た
め
、
校
舎
が
使
用
で
き
な
い

学
校
に
つ
い
て
は
、
仮
設
校
舎
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
　
☎
23
ー
7
7
2
2

照
会
先

改築工事　金竜小学校（北舎）

緑ヶ丘中学校（仮設校舎）

耐震補強工事（ブレース設置）

改築工事　旭ヶ丘小学校（体育館）

安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
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水
は
け
の
よ
い
、
ほ
こ
り
の
立
ち
に

く
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
改
修
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
環
境
教
育
の
生
き
た
教
材

と
し
て
、
校
庭
の
芝
生
化
を
モ
デ
ル
校

に
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
か
ら
得
ら
れ
た
電
力
を
照
明
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
使
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、温
室
効
果
ガ
ス
削
減
対
策
と
と
も
に
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
学
習
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
暑
さ
対
策
の
た
め
、
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
改

築
工
事
な
ど
に
あ
わ
せ
て
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

暗
い
、
狭
い
な
ど
使
い
に
く
い
ト
イ
レ
を
明
る
く

使
い
や
す
い
ト
イ
レ
に
改
修
し
て
い
ま
す
。

発電量などを表示するパネル

※太陽光発電導入学校
　安桜小、旭ヶ丘小、金竜
　小、緑ヶ丘中、武芸川中

校舎屋根に設置した太陽光パネル

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
施
設

桜ヶ丘小学校 金竜小学校
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平
成
25
年
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
標
語
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

冬
の
季
節
、
風
邪
な
ど
に
よ
り
体
調
を
崩

す
方
が
多
く
、
献
血
者
が
減
少
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
1
～
2
月
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る「
は
た
ち
」

の
若
者
を
中
心
に
、
広
く
皆
さ
ん
に
献
血

に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
、
特

に「
成
分
献
血
」・「
4
0
0

ml
献
血
」
の

継
続
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

10
代
・
20
代
の
若
年
層
献
血
者
と
呼
ば

れ
る
世
代
の
献
血
へ
の
協
力
者
は
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
少
子
高
齢
社
会
が
続
く
と
、

輸
血
が
必
要
な
人
は
増
え
る
の
に
対
し
て

献
血
す
る
人
口
は
さ
ら
に
減
少
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
医
療
に
必
要
な
輸
血
用
血
液

が
不
足
す
る
と
い
う
事
態
を
招
き
か
ね
ま

せ
ん
。

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳（
※
）
ま
で

の
健
康
な
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
身

近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。（
※
）
65
～

69
歳
の
方
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血
の

経
験
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

広報せき 2013.1.1

　

授
業
終
了
後
、
家
に
帰
っ
て
も
仕
事
な

ど
で
保
護
者
が
い
な
い
児
童
の
た
め
に
小

学
校
な
ど
で
開
き
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
育
成
を
図
り
ま
す
。

◆
教
室　

市
内
各
小
学
校
で
開
設
（
５
人

　

未
満
の
場
合
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

◆
対
象
児
童　

小
学
１
～
４
年
生

※
た
だ
し
、
倉
知
小
学
校
は
３
年
生
ま
で

◆
開
設
時
間　

授
業
終
了
時
～
午
後
６
時

※
長
期
休
業
期
間
ま
た
は
学
校
行
事
の
振

　

替
休
日
な
ど
は
、
午
前
８
時
～
午
後
６

　

時
※
新
１
年
生
の
入
室
は
入
学
式
の
翌
日
か

　

ら
（
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で

　

４
月
１
日
か
ら
利
用
し
た
い
場
合
は
相

　

談
く
だ
さ
い
）

◆
入
室
資
格
（
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
）

①
児
童
の
保
護
者
が
仕
事
な
ど
に
よ
り
昼

　

間
家
庭
に
お
ら
ず
、
そ
の
監
護
が
１
カ

　

月
に
つ
き
15
日
（
１
日
４
時
間
以
上
の

　

勤
務
が
必
要
）
以
上
欠
け
、
３
カ
月
以

　

上
継
続
す
る
こ
と

※
家
庭
内
に
父
母
以
外
で
児
童
の
世
話
が

　

で
き
る
祖
父
母
な
ど
（
70
歳
未
満
）
が

　

い
な
い
こ
と
（
い
る
場
合
は
監
護
で
き

　

な
い
旨
の
証
明
が
必
要
）

②
出
産
予
定
月
と
前
後
１
カ
月

③
就
労
の
準
備
の
た
め
通
学（
就
業
訓
練
）

※
就
業
証
明
書
な
ど
が
必
要

※
１
カ
月
に
15
日
以
上
利
用
す
る
こ
と
。

　

利
用
日
数
が
少
な
い
場
合
、
退
室
し
て

　

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
使
用
料　

月
額
３
０
０
０
円
お
よ
び
実

　

費
（
教
材
費
・
お
や
つ
代
）

◆
申
込
・
照
会
先　

２
月
１
日
（
金
）
～

　

21
日
（
木
）
に
所
定
の
申
込
書
に
記
入

　

の
う
え
、
子
ど
も
家
庭
課
（
☎
23
―
７

　

７
３
３　

23
―
７
７
４
８
）、
各
地

　

域
事
務
所
ま
た
は
西
部
支
所

※
申
込
書
は
、
子
ど
も
家
庭
課
、
各
留
守

　

家
庭
児
童
教
室
、
各
地
域
事
務
所
、
西

　

部
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

※
現
在
利
用
中
で
、
平
成
25
年
度
も
引
き

　

続
き
利
用
し
た
い
場
合
も
申
し
込
み
が

　

必
要
で
す
。

平成

25年度

照
会
先

　
献
血
に
か
か
る
時
間
は
約
40
分
で

す
。
そ
の
わ
ず
か
40
分
で
助
か
る
命
が

あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
の
献
血
が
尊
い
命
を

救
い
ま
す
。
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わかくさ・プラザ「学習情報館3階・研修室」

各20人（申し込み順）

手をつなぐ女たちの会会員、弁護士

無料 ※ただし、⑥参加の場合は500円

1月14日（月）までに住所、氏名、連絡先、職業を明記して下記までファクス

（FAX25-1489）または、はがき（〒501-3299 関郵便局留 手をつなぐ女たち

の会）

託児あり ※希望される方は1月10日（木）までに申し込みください。

手をつなぐ女たちの会（☎090-2181-1489）

場　　所

定　　員

講　　師

受 講 料

申込方法

そ の 他

照 会 先

★

★

★

★

★

★

★

：

：

：

：

：

：

：

①ＤＶってなに？

～「誰に食わせてもらっているんだ！！」～

１３：００～１４：４０

１３：００～１４：４０

１３：００～１４：４０

１月１７日（木）

１月２４日（木）

１月３１日（木）

１４：５０～１６：３０

１４：５０～１６：３０

１４：５０～１６：３０

③デートＤＶ（恋人からの暴力）を知る

～中高生の中にも…、束縛は愛？～

⑤ＤＶの影響と回復

～人は誰もが回復する力を持っている～

②知ってて安心　はじめての法律

～ＤＶ防止法はあなたの味方～

④相談を受けるとは

～聴くことから社会資源まで～

⑥アロマで癒し、クリームを作ってみましょう

～交流会でお楽しみ♪～

ＤＶ被害者支援入門講座 関市きらめき市民活動助成金によって開催します

身近な家族・友人が
悩んでいたら…

身近な家族・友人が
悩んでいたら… 「わたし」がサポートできること

関市きらめき市民活動助成金によって開催します

サポートできることサポートできること

平
成
24
年
分「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」の
交
付

　

厚
生
年
金
お
よ
び
国
民
年
金
の
老

齢
年
金
受
給
者
全
員
に
対
し
、
１
年

間
の
年
金
の
支
払
総
額
、
社
会
保
険

料
の
金
額
（
介
護
保
険
料
、
国
民
健

康
保
険
税
ま
た
は
長
寿
医
療
保
険

料
）、
源
泉
徴
収
税
額
お
よ
び
控
除

内
容
を
記
載
し
た
「
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」
が
１
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
非
課
税

の
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ

ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
年
金
証
書

（
基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
）

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
再
交
付
は
、ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
、

美
濃
加
茂
年
金
事
務
所
で
行
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６

５
）、美
濃
加
茂
年
金
事
務
所
（
☎

０
５
７
４
―
25
―
８
１
８
１
）

平
成
24
年
分「
国
民
健
康
保
険
税
納
付

済
額
の
お
知
ら
せ
」の
送
付

　

平
成
24
年
１
月
～
12
月
に
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
が
あ
っ
た
世
帯

に
、「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
済
額

の
お
知
ら
せ
」
を
世
帯
主
あ
て
に
送

付
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の

天
引
き
）
の
あ
る
方
は
、
社
会
保
険

庁
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
で
金
額
を
確
認
し
、

合
計
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
送

付
予
定
時
期
は
、
１
月
中
旬
で
す
。

■
照
会
先　

国
保
年
金
課
（
☎
23

―
７
７
０
１
、
23
―
６
７
１
６
、

23
―
６
７
１
９
）

国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ



16

篠
田
桃
紅
美
術
空
間

お
知
ら
せ

か
ら
の

　

２
０
１
３
年
３
月
、
日
本
を
代
表
す
る

墨
象
作
家
・
篠
田
桃
紅
は
、
１
０
０
歳
を

迎
え
ま
す
。
１
９
１
３
年
中
国
大
連
に
生

ま
れ
、
父
に
書
を
学
び
、
は
じ
め
書
家
と

し
て
出
発
し
ま
し
た
が
、
約
束
事
の
多
い

書
や
文
字
に
表
現
の
限
界
を
感
じ
て
い
た

桃
紅
は
、
１
９
５
６
年
か
ら
約
２
年
間
渡

米
し
ま
す
。
そ
の
２
年
間
は
、
桃
紅
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
帰
国
後
、
作

品
は
抽
象
表
現
へ
と
展
開
し
、
墨
を
使
っ

た
独
自
の
表
現
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
し

た
。
全
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
、
日
本
国

内
で
精
力
的
に
個
展
を
開
催
し
、
現
在
も

世
界
中
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
桃
紅
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
、

桃
紅
の
本
籍
地
で
あ
る
岐
阜
で
、
関
市
立

篠
田
桃
紅
美
術
空
間
、
岐
阜
現
代
美
術
館
、

岐
阜
県
美
術
館
、
岐
阜
市
内
画
廊
の
４
会

場
に
て
桃
紅
展
を
開
催
し
ま
す
。
各
館
の

所
蔵
作
品
を
中
心
と
し
て
、
初
期
か
ら
新

作
ま
で
、
年
代
ご
と
に
テ
ー
マ
展
示
を
し

ま
す
。

　

篠
田
桃
紅
美
術
空
間
で
は
、
２
０
１
２

年
制
作
の
白
寿
作
品
を
初
展
示
し
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
か
ら
近
作
ま
で
、
エ
ッ
セ

イ
や
写
真
と
合
わ
せ
て
展
示
し
、
墨
に
生

き
る
桃
紅
の
作
品
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
見

つ
め
ま
す
。

◆
会
期
…
１
月
８
日
（
火
）
～
５
月
19
日

（
日
）（
前
期
：
３
月
24
日
（
日
）
ま
で

後
期
：
３
月
26
日
（
火
）
か
ら
）

◆
入
館
料
…
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

◆
休
館
日
…
月
曜
日
（
休
日
を
除
く
）、

休
日
の
翌
日
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

た
だ
し
１
月
14
日
、
２
月
11
日
、
４
月

29
日
、
５
月
６
日
は
開
館

◆
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
作
品
鑑
賞
会
「
今
月
の
１
点
」　

１
月

12
日
（
土
）、
２
月
９
日
（
土
）、
３

月
９
日
（
土
）、
４
月
13
日
（
土
）、

５
月
11
日
（
土
）
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分　

※
申
し
込
み

不
要

○
コ
ン
サ
ー
ト　

山
本
裕
康
チ
ェ
ロ
・
リ

サ
イ
タ
ル　

３
月
17
日
（
日
）
午
前

11
時
～　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

○
墨
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ　

３
月
23
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
わ
か

く
さ
プ
ラ
ザ
）
※
事
前
申
し
込
み
が

必
要

広報せき 2013.1.1

男女共同
参画社会

と女 男
ひとひと

女 男
ひとひと

【
照
会
先
】
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
市
役
所
７
階
）
☎
23
―
７
７
５
６

篠
田
桃
紅
芸
術
月
間
２
０
１
３

「SHINODA ToKo 100 years  

篠
田
桃
紅 

百も
も

の
譜
」展

　“さんかくエッセー ”のコーナーが100回を迎えました。この100回目を締めくくりとして、さんかくサポー
ターから男女共同参画に対するメッセージをいただきました。家庭や職場、地域などで「誰もがいきいき
と参画できる社会づくり」を目指して活動しているサポーターの思いをご紹介します。
・誰でも努力すれば分かり合える。一度参画してみよう。　＜Ｋ＞
・男だから、女だから、決めつけない考え方をしましょう。　＜Ｍ＞
・「女だから食事の準備するのが当たり前」といわれる社会を変えましょう。　＜Ｆ＞
・少しの思いやり、気くばりで「共同参画」を実践しましょう。　＜Ｎ＞
・ともに助け合い、家族の和を大切にしていきます。　＜Ｈ＞
・身近な所で少しずつ参画が進んでいるように感じます。ますます住みよい社会になることを祈っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Ｓ＞
・さんかくサポーターになって非常に多くのことを学びました。少しは変わったかな、と実感しています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Ｊ＞
・男女が互いに尊重し、参画社会を築きましょう。　＜Ｇ＞

　男性も女性も互いを理解して、あらゆる分野で活躍できるよう、今後も活動を続けていきます。

さんかくサポーター

「男女共同参画社会の実現へ」vol.100（最終回）

照会先 さんかくサポーター事務局（市民協働課内）☎ 23-6831
さんかくサポーターさんかくサポーターさんかくサポーター

　男性も女性も互いを理解して、あらゆる分野で活躍できるよう、今後も活動を続けていきます。　男性も女性も互いを理解して、あらゆる分野で活躍できるよう、今後も活動を続けていきます。

篠田桃紅　2010 年撮影
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な
る
ほ
ど
！
健
康
講
演
会

　

糖
尿
病
、
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
簡
単
に
で
き
る
食
事
療
法
を
覚
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

１
月
22
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11

時
30
分
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
テ
ー
マ　
「
糖
尿
病
の
食
事
管
理
～
こ
れ

で
分
か
る
食
事
療
法　

あ
ら
簡
単
！
～
」

▽
講
師
＝
森
範
子
さ
ん
（
岐
北
厚
生
病
院
管

理
栄
養
士
）

■
場
所
・
申
込
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

い
の
ち
の
授
業
～
「
弁
当
の
日
」

を
越
え
て
～
講
演
会

　

関
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
母
親
委
員
会
で
は
、

「
弁
当
の
日
」
の
初
歩
か
ら
、
な
ぜ
こ
れ
を
行

う
の
か
、
最
終
的
に
何
を
目
指
す
の
か
な
ど

を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
～
（
１

時
45
分
開
場
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
講
師　

比ひ

良ら

松ま
つ

道み
ち

一か
ず

さ
ん
（
九
州
大
学
大

学
院
農
学
研
究
院
助
教
）

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
先　

各
小
中
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
ま
た
は

生
涯
学
習
課

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
☎
23
―
７
７
７

７　

23
―
７
７
７
８
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

プ
チ
イ
ベ
ン
ト

【
流
木
ア
ー
ト
～
ミ
ニ
花
台
を
作
ろ
う
】

　

桐
材
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が

で
き
る
か
わ
い
い
花
台
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
し
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

■
日
時　

１
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

■
講
師　

平
野
忠
男
さ
ん
（
木
工
技
能
士
）

■
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

■
場
所
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２　

24
―
７
６
６
０
）

関
市
文
化
協
会
40
周
年
記
念
事
業

能
・
狂
言
公
演

■
日
時　

２
月
３
日
（
日
）
▽
午
後
０
時
30

分
開
場　

▽
午
後
１
時
開
演

■
場
所　

関
市
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

■
内
容
　
名
古
屋
観
世
流
・
久
田
勘
鷗
師
一

門
に
よ
る
狂
言
「
佐
渡
狐
」、能
「
船
弁
慶
」

■
入
場
料　

▽
一
般
＝
２
０
０
０
円　

▽
学

生
＝
１
０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

【
津
保
川
で
カ
モ
を
観
察
し
よ
う
】

　

博
物
館
近
く
の
川
に
は
、
冬
に
な
る
と
コ

ガ
モ
や
ヒ
ド
リ
ガ
モ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
講
座
で
は
、
カ
モ
の
特
徴
を
学
ん
だ
後
、

津
保
川
に
生
息
す
る
カ
モ
類
の
調
査
を
体
験

し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正

午　

※
雨
天
の
場
合
２
月
３
日
（
日
）

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

入
館
料

【
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
】

　

粘
土
板
（
７
×
21
㎝
）
を
立
体
的
に
削
っ

た
り
色
付
け
し
た
り
し
て
、
表
札
や
ド
ア
用

の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
つ
く
り
ま
す
。
作
品

は
窯
で
焼
い
て
、
後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

両
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員　

各
回
20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

材
料
費
６
０
０
円
お
よ
び
入
館
料

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。（
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
場
所
・
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28

―
３
１
１
１　

28
―
３
１
１
０
）

関市文化会館・
アフタヌーンコンサート
お昼前のミニコンサートを開催しています。

1～3月の予定は、次のとおりです。
お気軽にご鑑賞ください。（入場無料）

日　時
内　容
出　演

日　時
内　容
出　演

1月12日（土）
大正琴＆オカリナ
三輪政子さんほか5人

3月2日（土）
ピアノ弾き語り
青木美佳さん

日　時
内　容
出　演

照会先

2月2日（土）
ヘルマンハープ
グループ「風歌」

文化課 
☎24-6455 

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

1月4日(金)～1月14日(月・祝)

1月25日(金)～2月5日(火)
1月9日(水)～1月23日(水)

1月17日(木)～1月20日(日)

◆休館日　月曜日（休日を除く） 、休日の翌日（土・日・休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎23-7776

暮らしの中の絵手紙

ちぎり絵 ライスアート～関の四季～

縄文土器作り体験作品展示

広報せき 2013.1.1

（小壁面）
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長
良
川
鉄
道

イ
ベ
ン
ト
列
車
情
報

【
中
部
学
院
大
学
　
あ
そ
び
ス
タ
ー
☆
雪
だ

る
ま
号
】

■
開
催
日　

２
月
10
日
（
日
）

■
募
集
人
数　

30
人（
最
少
催
行
人
数
20
人
）

■
会
費　

大
人
２
５
０
０
円
、
小
人
１
５
０

０
円
、
幼
児
５
０
０
円　

※
運
賃
お
よ

び
参
加
費

■
行
程　

美
濃
太
田
（10 :30

）
→
富
加
→

関
（10:57

）
→
美
濃
市
→
白
山
長
滝

▽
列
車
内
で
、
中
部
学
院
大
学
幼
児
教
育
学

科
の
学
生
と
楽
し
い
遊
び

▽
道
の
駅
白
鳥
の
広
場
（13:00

～14:00

）

で
、
雪
だ
る
ま
、
雪
合
戦
、
そ
り
滑
り
、

　

白
山
長
滝
（14:12

）
→
美
濃
市
→
関

（15:53

）
→
富
加
→
美
濃
太
田

■
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
濡
れ
て
も
大

丈
夫
な
暖
か
い
服
装

■
照
会
先
　
長
良
川
鉄
道
株
式
会
社
（
☎
23

―
３
９
２
１
）

バ
レ
ン
タ
イ
ン
・

ブ
ラ
ジ
ル
お
菓
子
講
座

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
チ
ョ
コ
菓
子
ブ
リ
ガ
デ
イ
ロ

と
ベ
イ
ジ
ー
ニ
ョ
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
～
３

時
30
分

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
料
理
実
習
室
」

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
講
師　

大
滝
マ
リ
ア
さ
ん
（
関
市
ブ
ラ
ジ

ル
人
相
談
員
）

■
申
込
先　

１
月
７
日
（
月
）
か
ら
国
際
交

流
協
会
事
務
局
（
秘
書
広
報
課
内
☎
23

―
６
８
０
６　

23
―
７
７
４
４
）

健
康
運
動
教
室

■
期
日
・
場
所　

▽
１
月
21
日
（
月
）
＝
武

儀
保
健
セ
ン
タ
ー　

▽
２
月
14
日
（
木
）

＝
上
之
保
保
健
セ
ン
タ
ー

■
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
内
容　

日
常
生
活
の
中
で
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
運
動
・
筋
ト
レ
・
ス
ト
レ
ッ

チ
の
紹
介
と
実
践

※
運
動
前
に
血
圧
測
定
と
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
参
加
を
見

合
わ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運

動
の
で
き
る
服
装

■
申
込
先　

武
儀
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
40
―

０
０
２
０
）

げ
ん
き
ら
ん
ど
（
２
歳
児
）

～
歯
み
が
き
教
室
～

■
日
時　

１
月
24
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分

～
11
時
（
受
付
＝
午
前
９
時
20
分
～
９

時
30
分
）

■
場
所　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

平
成
22
年
10
月
～
11
月
生
ま
れ
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
内
容　

む
し
歯
菌
を
見
て
み
よ
う
、
む
し

歯
菌
の
数
を
調
べ
よ
う
、
歯
み
が
き
指
導

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
が
必
要
））

■
持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

母
子
健
康
手
帳
（
お
口
の
健
康
ノ
ー
ト

の
あ
る
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

■
申
込
・
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

歯
周
病
予
防
教
室

　

一
生
、
自
分
の
歯
で
食
べ
る
た
め
に
、
歯

周
病
を
正
し
く
理
解
し
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

１
月
30
日
（
水
）、２
月
26
日
（
火
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
２
時
30
分

■
内
容　

歯
周
病
の
講
話
、
お
口
の
中
の
チ

ェ
ッ
ク
（
出
血
・
細
菌
）、
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
、
個
別
相
談

■
対
象　

市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の
方
で
２

日
間
参
加
で
き
る
方　

※
１
日
の
み
の

参
加
も
可
能

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
指
導　

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士

■
参
加
費　

無
料

■
場
所
・
申
込
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.1.1

3日（日）
午前９時～正午

市民課・国保年金課
生活環境課

に係る手続き

■照会先
　市民課　☎23-7700

2月の
市役所休日窓口開設
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ヘ
ル
シ
ー
栄
養
教
室

■
日
時　

２
月
７
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午

後
１
時

■
テ
ー
マ　

カ
ロ
リ
ー
も
塩
分
も
オ
ー
バ
ー

し
な
い
コ
ツ
（
講
義
と
調
理
実
習
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
64
歳
以
下
の
方

■
定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
な
ど
）、
筆
記
用
具

■
場
所
・
申
込
先　

２
月
４
日
（
月
）
ま
で

に
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―
０
１

１
１　

23
―
６
７
５
７
）

ふ
た
ご
ち
ゃ
ん
・
み
つ
ご
ち
ゃ
ん

プ
レ
パ
パ
マ
マ
教
室

　

双
子
子
育
て
中
の
先
輩
パ
パ
マ
マ
さ
ん
と

交
流
し
た
り
、
助
産
師
か
ら
出
産
・
子
育
て

情
報
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
40
分

■
場
所　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

双
子
や
三
つ
子
を
妊
娠
中
の
夫

婦
・
家
族

■
内
容　

双
子
・
三
つ
子
の
妊
娠
出
産
の
話

と
交
流
会

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

ぎ
ふ
多
胎
ネ
ッ
ト
事
務
局
（
☎

０
５
７
２
―
24
―
２
３
２
２　

０
５

７
２
―
24
―
２
３
２
２
）

第
８
回
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

■
日
時　

２
月
５
日
～
26
日
の
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
（
全
４
回
）

■
場
所　

関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

初
心
者
で
20
歳
以
上
の
方

■
定
員　

16
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込

み
）
※
貸
靴
は
毎
回
３
０
０
円
別
途
必
要

■
講
師　

岡
田
幸
男
さ
ん
（
プ
ロ
協
会
認
定

１
級
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
申
込
先　

２
月
４
日
（
月
）
ま
で
に
関
市

ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
（
関
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
内
☎
22
―
４
９
２
２　

22
―

４
９
２
３
）

臨
時
保
育
士

■
職
種　

保
育
士

■
募
集
人
数　

若
干
名

■
勤
務
開
始
日　

平
成
25
年
４
月
１
日

■
勤
務
場
所　

市
内
公
立
保
育
園

■
資
格　

保
育
士
資
格
が
必
要

■
そ
の
他　

賃
金
・
勤
務
内
容
な
ど
の
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
照
会
先　

１
月
18
日
（
金
）
ま
で

に
子
ど
も
家
庭
課
（
☎
23
―
７
７
３
３

　

23
―
７
７
４
８
）
※
面
接
日
＝
１
月
26

日
（
土
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.1.1

1月の市民天体観望会
日　　時
テ  ー  マ
場　　所
内　　容
料　　金
定　　員
参加方法

照  会  先

1月26日（土）午後7時～8時30分
「木星と冬の星座を見よう」

学習情報館3階・まなびセンター
プラネタリウムでの学習、屋外での天体観望
一般300円、中学生以下無料
100人（定員になり次第締め切り）
予約はできません。受付開始は午後6時30分から。
順に並んでお待ちください。（遅れての参加はお断り）
雨天時は、プラネタリウムでのテーマ解説のみ。（料金は同じ）
中学生以下の方の参加は保護者同伴。
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料

納付期限： 1月31日 ( 木 )

月1
市県民税・国民健康保険税

保育料・住宅使用料

介護保険料

後期高齢者医療保険料

税・料の納付
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平
成
25
～
29
年
度
の
関
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
を
定
め
る
「
関
市
第
４
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
（
案
）」
に
対
す
る
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
計
画
（
案
）
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
企
画
政
策
課
、
各
地
域
事

務
所
、
西
部
支
所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
期
限　

１
月
31
日
（
木
）

■
意
見
を
提
出
で
き
る
人　

市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
ま
た
は
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
を
お
持
ち
の
方
（
団
体
を

含
む
）

■
意
見
の
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
ご
意

見
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
持
参
、
②

郵
送
、　

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
④
フ
ァ

ク
ス
、
⑤
電
子
メ
ー
ル

※
意
見
の
提
出
様
式
は
自
由
。
口
頭
や
電
話

で
の
意
見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の

考
え
方
を
、
意
見
募
集
期
間
終
了
後
に

公
表
し
ま
す
。

■
照
会
・
提
出
先　

企
画
政
策
課
（
☎
23
―

７
０
１
４

23
―
７
７
４
４　

kika
　
ku@
city.seki.lg.jp

）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

「（
仮
称
）
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

運
営
基
準
条
例
（
案
）」

　
「（
仮
称
）
関
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
概
要
案
）」
に
対

す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。条
例（
概

要
案
）
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
高
齢
福
祉

課
、
各
地
域
事
務
所
、
西
部
支
所
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

■
意
見
の
提
出
期
限　

１
月
18
日
（
金
）

■
意
見
を
提
出
で
き
る
人　

市
内
に
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
ま
た
は
市
内
に
事
務

所
、
事
業
所
を
お
持
ち
の
方
（
団
体
を

含
む
）

■
意
見
の
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
ご
意

見
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
持
参
、
②

郵
送
、
③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
④
フ
ア

ク
ス
、
⑤
電
子
メ
ー
ル

※
意
見
の
様
式
は
自
由
。
口
頭
や
電
話
で
の

ご
意
見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
、
募
集
期
間
終
了
後
に
公

表
し
ま
す
。

■
照
会
・
提
出
先　

高
齢
福
祉
課
（
☎
23
―

７
７
３
０　

23
―
７
７
４
８　

Korei
　
@
city.seki.lg.jp

）

文
化
財
防
火
デ
ー

　

昭
和
24
年
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造

建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
の
火
災
に
よ
り

壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

火
災
か
ら
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
１

月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
歴
史
的
・
文
化
的
に
貴
重
な

財
産
で
あ
る
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
後
世

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

■
照
会
先　

文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
46

―
２
３
１
３
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

関
市
第
４
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
（
案
）

1月のプラネタリウム投影
日　　時

テ  ー  マ
場　　所
料　　金

定　　員
照  会  先

1月26日（土）・27日（日）
①午前10時30分～　②午後1時～　③午後2時10分～　④午後3時20分～
⑤＜26日のみ＞午後7時～（天体観望会の解説を兼ねる）
※投影時間は約40分。受付入場開始時間は各投影開始時刻の15分前から。
　予約はできません。順に並んでお待ちください。

「天体望遠鏡の話」
学習情報館3階・コスモホール
一般300円、中学生以下無料
※団体割引あり（大人20人以上）、
　市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額
各回100人（定員になり次第締め切り）
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2013.1.1
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不
動
産
公
売

　

市
税
滞
納
処
分
の
た
め
、
差
押
え
た
不
動

産
の
公
売
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
期
日　

１
月
22
日
（
火
）

■
場
所　

市
役
所
６
階
・
６
―
４
会
議
室

■
方
法　

入
札

■
入
札
時
間　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分

■
公
売
財
産　

関
市
関
ノ
上
１
丁
目
８
番
20

お
よ
び
８
番
21
［
山
林
・
雑
種
地
（
現

況
宅
地
）、
計
１
８
１
㎡
］

※
詳
細
は
市
役
所
・
西
部
支
所
・
各
地
域
事

務
所
に
あ
る
「
不
動
産
公
売
の
お
知
ら

せ
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

税
務
課
収
納
係
（
☎
23
―
８
７

８
９　

21
―
２
３
０
８
）

１
月
17
日
は

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

　

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
際
に
は
、
多
く
の
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
住
民
の
自
主
的
な
防

災
活
動
が
行
わ
れ
、
復
旧
に
あ
た
り
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
毎
年
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
日
」、
１
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は

「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
被
災
地
で
は
避

難
所
な
ど
で
の
炊
き
出
し
、
救
援
物
資
の
配

布
、
が
れ
き
の
撤
去
、
家
屋
の
清
掃
な
ど
行

政
だ
け
で
は
手
の
届
か
な
い
、
人
手
が
必
要

な
こ
と
が
多
数
発
生
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
手
伝
い
た
い
」「
参

加
し
た
い
」
と
思
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
誰
で

も
参
加
で
き
る
も
の
で
す
。
大
切
な
こ
と
は

「
無
理
の
な
い
自
分
に
あ
っ
た
身
の
ま
わ
り

の
こ
と
」
か
ら
手
掛
け
る
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
の
防

災
訓
練
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に

参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2013.1.1

品目 単位 価格 先月比

キャベツ １玉 104 円 6円

大根 １本 112 円 △ 5円

牛肉（ロース） スライス 100 ㌘ 758 円 67 円

牛乳 紙パック１㍑ 185 円 0円

食パン スライス１斤 145 円 4円

食用油 キャノーラ油 1000 ㌘ 299 円 △ 30 円

ＬＰＧ ５立方㍍ 4,310 円 0円

関市消費生活モニター調査（調査基準日:12 月 5日）（価格は消費税込み）△印＝マイナス

12月の平均小売価格

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 1月号

岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

放送時間
毎週金曜日

午前9時～

毎月第1・3水曜日

午前9時40分

放送内容

月  ・ 金 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：

午前10時30分〜10時45分
午前8時〜8時15分
午後8時15分〜8時30分
午後3時30分〜3時45分
午後7時45分〜8時
午前9時30分〜9時45分

板取・武芸川・上之保地域にある3箇所の温
泉施設のお得な楽しみ方を紹介します。

「冬は天然温泉でゆっくりのんびり」

1/  4：篠田桃紅美術空間企画展
1/11：関市の温泉紹介
1/18：関市駅伝競走大会
1/25：岐阜県玉入れ大会

1/  2：関市の温泉紹介
1/16：篠田桃紅美術空間企画展
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特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微

授
精
）
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、
治
療
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
治
療　

体
外
受
精
お
よ
び
顕

微
授
精
（
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で

受
け
た
治
療
に
限
る
）

■
助
成
の
内
容　

１
年
度
あ
た
り
10
万
円
を

限
度
に
５
年
間
助
成

■
対
象

①
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
で
は
妊
娠

の
見
込
み
が
な
い
か
、
ま
た
は
極
め
て

少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
方

②
申
請
す
る
時
点
で
夫
、
妻
い
ず
れ
か
一
方

ま
た
は
両
方
が
１
年
以
上
市
内
に
住
所
を

有
し
、
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

③
夫
婦
の
所
得
が
合
計
で
７
３
０
万
円
未
満
の
方

※
３
月
中
に
治
療
終
了
予
定
の
方
は
、
治
療

終
了
を
待
た
な
い
で
、
必
ず
３
月
末
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
の
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相談先 関市消費生活相談室（商工課内）　 23-6752

（独）国民生活センター 見守り新鮮情報より

　「レアアース」を扱っているというＡ社の社

債に関するパンフレットが届いた。その後Ｂ

社から「Ａ社の社債を欲しがっている貿易商

がいるが、案内が届いた人しか買えない。代

わりに50口申し込んでほしい」と電話があっ

た。「お金は貿易商が支払うので用意する必

要はない。申し込み1口につき3万円の謝礼

をする」とのことだった。申し込むだけで謝

礼がもらえるならと申し込んだ。ところがＡ

社から「監査が入り『名義人と振込人が違う

のは問題だ』と指摘された。貿易商が帰国

したら返すので代わりに入金してほしい」と

言われ、200万円を振り込んだ。本当に返し

てもらえるだろうか。　　　　（60歳代 男性）

見守り

新鮮情報
申し込むだけで謝礼！？

「買え買え詐欺」に注意！
あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語 めようとすると「支払わなければ裁判にす

る」などと脅してきたり、自宅を担保に借

金までさせて購入を強要したりするケース

も見られます。

●実際に勧誘業者の言う通りに消費者が利益

を得られたケースはこれまで1件も確認さ

れておらず、お金を渡してしまうと取り戻

すのは極めて困難です。うまい話はありま

せん。きっぱり断りましょう。

●困ったときは、お住まいの自治体の消費生

活センターなどにご相談ください。

きっぱり断って

ひとこと助言ひとこと助言

●ある販売業者が提供する商品や権利など

を、勧誘業者が「購入額以上で買い取る」

「謝金を支払う」など、あたかも消費者の

利益になるかのような説明で契約させよう

とする、劇場型勧誘（買え買え詐欺）の相

談が後を絶ちません。

●事例の他にも、不審に思って申し込みをや

広報せき 2013.1.1関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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24-2525

桜本町2 丁目
1 月の休館日 1日(火)、2日(水)、3日(木)、7日(月)、15日(火)、21日(月)、28日(月)

1月の主な行事

※行事・日時など一部変更されることがあります。

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

6日(日) 大ホール 関市消防出初式 午前 9時

12日(土) 市民ロビー アフタヌーンコンサート　大正琴＆オカリナの演奏 午前11時

13日(日) 大ホール 平成25年　関市成人式 午後 1時

20日(日) 大ホール 中濃民踊協会　第 38 回民踊まつり 午前 9時 30 分

23日（水） 大ホール 旭ヶ丘中学校　学校文化の日 午前 9時

24 日（木） 大ホール 桜ヶ丘中学校　合唱発表会 午前 9時

26日（土） 大ホール 緑ヶ丘中学校　合唱発表会 午後 0時 50 分

26日（土） 小ホール せき市保育会保育士研修会 午後 2時

26日（土）～
27日（日） 第 2～ 5会議室 MOA美術館児童作品中濃地域 24 回展

26 日午後 1時
27 日午前 9時

24-2529

若草通2 丁目
1 月の休館日 1日（火）、2日（水）、3日（木）、7日（月）、15日（火）、21日（月）、28日（月）

1月23日（水）午後2時～3時30分 1月26日（土）午後1時30分～3時

わかくさ・プラザ

「学習情報館2階・ギャラリー」

わかくさ・プラザ

「学習情報館2階・ギャラリー」

20人　※申し込み順
20人　※申し込み順

絵本の読み聞かせに関心のある方、これから読

み聞かせボランティアを始めようとする方を対象

に、絵本の紹介や選び方、読み聞かせのポイン

トについてご紹介します。

一時期には尾張、美濃、伊勢、三国の守護で

室町幕府の中核を占めた美濃源氏（土岐氏）の

歴史と、関市における土岐氏の関わりを美濃源

氏フォーラムで報告されたものの中から関に関

わりのあるところを紹介します。

読み聞かせ講座（初心者向け）
美濃源氏（土岐氏）と関市
＜きままに関学～その7～＞

日　時 日　時

図書館内「おはなしコーナー」

土曜日：12日・19日・26日　いずれも午後2時～3時／読み手：おはなし広場「どんぐり」
日曜日：13日・20日・27日　いずれも午後2時～3時／読み手：かみふうせん
木曜日：10日　午前10時30分～11時／読み手：こちょこちょ
　　　  17日　午前10時30分～11時／読み手：てくてく

場　所

日　時

場　所 場　所

内　容 内　容

定　員
定　員

鈴木智草さん（岐阜県図書館司書） 土岐邦彦さん
（関伝日本刀鍛錬技術保存会副会長）

講　師 講　師

お申し込みは、図書館カウンターまたは電話、FAXにてお待ちしています。

図書館イベントは“参加無料”です。図書館イベント参加者募集

1月の
おはなし会

1月の
おはなし会

広報せき 2013.1.1
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　12 月2日、わかくさ・プラザで20 回目となる「SEKI

いきいきフェスタ」が開催されました。「きて、みて、

体験しませんか」を合言葉に、市内で生涯学習に取

り組む56 団体が集結し、日ごろの練習の成果を発揮

しました。軽快なキッズダンス、陽気なフラダンス

などのステージや日本画や切り絵などの展示、凧や

カレンダー作りの体験コーナーなど、大勢の市民や

親子連れでにぎわいました。生涯学習に関心を持っ

て、これから取り組もうとしている人たちのきっか

けづくりにもなりました。

　市内の児童療育施設が、それぞれ関市養護訓練セン

ター40 周年・武芸川ことばの教室20 周年・中之保親

子教室15 周年を迎えるにあたり、家族が安心して生

活していくために、地域と関係機関との連携の大切さ

をいま一度考えようと12 月9 日、記念式典と合わせ、

講演会が開催されました。講演で、肥後島根大学副学

長が「障がいの有無に関わらず、子どもの発達のため

に長期的な視点で支援を」と呼びかけました。

　今年で3 回目となる真冬の祭典「イルミネーショ

ンコンテスト」が市役所南・市民広場で11 月下旬か

ら開催され、40 点以上の作品が展示されました。大

小さまざまな、色とりどりのイルミネーション作品

が設置され、冬空の下で幻想的な灯りが灯されまし

た。期間中は大勢の来場者があり、数々の光が美しく

きらめき、自然と光が奏でる素敵な共演に、大人も子

どもも時間を忘れて見入っていました。

広報せき 2013.1.1

12月1日〜15 日にあった

市内の話題を中心に

ご紹介します。

学びの祭典盛大に

療育施設設立周年を祝う輝く光のアート
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　安桜小学校で12 月7 日、小太鼓やトランペットなど

の鼓笛の引き継ぎ終了式が行われました。6 年生と5

年生が「師弟関係」を結び、演奏技術を伝えつないで

いく30 年以上続く伝統行事です。この日まで、総合学

習の時間や昼休みなどを利用して個別指導してきま

した。終了の証として、5 年生が校歌など2 曲を披露。

6 年生が見守る中で、緊張しながらも迫力のある見事

な音色を会場に響かせました。

　上白金公民館で12 月8 日、防災・危機管理講座が

開催され、地域住民約150 人が参加して、地震や風水

害への対策について意識の高揚を図りました。地元

の一級建築士が耐震補強のポイントを説明したり、

市職員が「自助・共助」の大切さなどを紹介。また、地

元役員が寸劇を交えて講演し、自分、火の元、家族は

「えーか（大丈夫かの意）」として、日ごろどういう心

構えで備えたらよいかを呼びかけました。

　12 月3 ～9 日の障害者週間に合わせて、市障害者

団体連合会の主催で「障がい者ふれあい作品展」が、

わかくさ・プラザで開かれました。自立と社会参加を

目指す障がい者の持つ能力の素晴らしさを伝えよう

と、毎年開催されています。作品は、絵画や書道、手芸

など128 点で、手作りの温かみがあるものばかり。個

性あふれる自作の詩集や和紙の灯りアートなど、来

場者は多くの作品に見入っていました。

　2012 ぎふ・関全国子ども木の造形作品コンクール

の作品展示が12 月8 日～16 日の6 日間、関市文化会

館でありました。市子ども文化事業実行委員会が子

どもたちの創造力を育てようと隔年で開催。今年は

全国各地から個人、共同作品合わせて約600 点の応

募がありました。会場には、木の持つ色や形の面白さ

を考えて表現したユニークな作品がずらりと並べら

れ、来場者は足を止めてじっくりと眺めていました。

　 皆さん、明けましておめでとうございます。2012 年は、皆さんにとって良い年でしたでしょうか。

　昨年の関市では、何といってもぎふ清流国体・ぎふ清流大会があり、市民総参加の大会として盛大に開催すること

ができました。また、中池公園陸上競技場も全天候型の競技場として生まれ変わりました。そして、国道248 号関バ

イパス開通や津保川診療所開設など、関市が新たな一歩を踏み出した年になったのではないでしょうか。本紙4 ～5

ページにも1 年の主な出来事を掲載していますので、ぜひご覧ください。

　振り返ってみると、「日本一しあわせなまち、関市を市民の手で創ろう」を掲げ、市民の皆さんのご協力をいただきながら、さまざま

な取り組みを行ってきました。

　この中で強く感じたことは、新たな取り組みを提案していくということは、大変だけれど面白いということです。2012 年に新しく踏

み出しただけでは終わらせず、さらなる発展が出来るよう、気持ちを新たに引き続き努めていきたいと思いました。

＜お知らせ＞今月から「広報せき」が月1 回発行に変わります。今までの15 日号の発行はありませんので、皆さんお気を付けください。

話

広報せき 2013.1.1

鼓笛の心と技を伝授大地震への備えはえーか

個性が光るふれあい作品木の造形　創造力豊かに



関の「文化財」を紹介します。

その30

照会先  文化財保護センター  ☎ 46-2313

53

　関鍛冶職の氏神である春日神社には多くの刀剣類が奉納されてきました
が、その中の 6 振が関市重要文化財になっています。
　この 6 振は南北朝時代の兼

かねとも

友作の刀、江戸時代初期の照
てるかど

門作の脇
わきざし

差・
家
いえひさ

久作の薙刀・兼
かねかど

門作の脇差・国
くにつね

常作の脇差、明治時代初期の兼
かねきち

吉作の
刀です。
　照門、家久、兼吉の刀などは春日神社に参

さんろう

籠して作ったものです。また、
他の 3 振は当時の関の有力者によって寄進されたものです。
　明治時代初期の兼吉は明治維新の時の廃刀令にも挫けず、1 人 鞴

ふいご

の火を
消すことなく、生き抜いた関鍛冶職人です。

53

参籠―祈願のため、神社や寺院などに、ある期間こもること。

長良川鉄道・刃物会館前駅から徒歩約 5 分
東海北陸自動車道関 IC から車で約 10 分

豆知 識

※公開はしていません。
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刀剣類６振

▲兼友

▲家久

▲兼吉

アクセス




